
記載書面の添付で税務調査が原則なくなる？
「ＡＩ・pipitLINQ(ピピットリンク)で税務調査の現場も大きく変わった」

日時 2025年9月1７日（水）13:00～16:30

会場 三重県教育文化会館

〒514-8666 三重県津市岩⽥21番27号 TEL059-228-9105 FAX059-228-9380

【個人情報の取り扱いについて】
お客さまの個人情報は、セミナーの運営管理および弊社サービスに関するご案内のほか、利用目的の範囲内で利用させていただきます。なお、

個人情報の取扱いおよび利用目的の詳細は弊社ホームページ（ https://www.hri105.co.jp/info/privacy.html） をご覧ください。

百五総合研究所 ビジネスセミナーのご案内

国税庁では、令和5年6月に「税務行政のデジタル・トランスフォーメーション－税務行政の将来像2023－」で三つの柱を立てて公
表しました。
その中の二本目の柱が「課税・徴収事務の効率化・高度化等」であり、ＡＩやデータ分析、オンラインツール等の活用のほか、地方公共団
体や金融機関への照会等、デジタル化を進め、効率化を図り、税務職員を必要性の高い分野や悪質な調査・徴収事案等に重点的に配
分するとしています。
現在、税務調査の選定にはＡＩが活用されています。又、銀行調査には「pipitLINQ(ピピットリンク)」も活用されており、預貯金等照
会業務全体を一気通貫で効率的に行われています。
税務調査に精通している方は普通いません。調査手法、調査現場の実態を知っておくことが何よりも重要です。
「税理士法第33条の2」の記載書面の添付を税理士が行うことにより、税務調査はほとんどなくなっているのが現状です。しかしそ
の記載書面の添付を行っているのは一部の税理士に限られています。この記載書面添付制度とはどのようなものなのか。それを活
用するためには、どのようにしたら良いのか等、具体的にわかりやすく解説します。

講師 税理士法人中田会計事務所

代表社員・税理士 中田 健一 氏

昭和53年税理士一般試験合格。昭和54年税理士登録、独立開業。現在、数多くの企業や事業所の経営改
善や税務指導を精力的に行い、明解な指導の経営・税務エキスパートとして評判が高い。企業の経営改善対
策セミナー、事業承継・相続贈与対策セミナー、事業承継実践対策等多数。

すべての皆さま

対象

セミナーのねらい

セミナー内容の詳細

特別会員 一般会員 非会員

受講料 5,500円（税込） 12,100 円（税込） 26,400 円（税込）

Ⅰ  税務調査の上手な受け方教えます
1．税務調査の実態
2．税務調査の上手な受け方･･･社長の具体的な対応の仕

方教えます
3．修正申告等に伴うペナルティー
4．調査官はこんなところを見ている･･･税務調査におけ

る誤り問題点ワースト10の具体例
5．調査官が作成した書面に署名押印を求められたらどう

すべきか
･･･調査官は重加算税をねらっている

Ⅱ ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）税務調査で
何が変わったのか
1．税務調査の選定はＡＩが行う･･･具体的な調査項目・

内容もＡＩが教える？
2．pipitLINQ(ピピットリンク)で銀行の反面調査（預貯金

照会）も大きく変わった

Ⅲ  税務調査の現場教えます
1．税務調査の現状はどうなっているか
2．長期化する消費税の還付保留･･･国税局が審査・調査体

制を強化
3．税務調査の事前通知及び現況（飛び込み）調査の実態

はどうなっているか
4．実地調査の終了通知はどうなっているか
5．国税通則法の運用実態･･･税務調査と行政指導はどの

ように区分されているか

Ⅳ 「税理士法第33条の2」の記載書面の添付で税務調
査がほとんどなくなる
1．記載書面の添付制度とはどのようなものか
2．事前に税理士に意見を聞かないと原則税務調査はでき

ない
3．記載書面の添付は税理士の熱い想いで決まる･･･経営

者の意識も変わる

※プログラムの詳細は変更となる場合がございますので、ご了承ください。

お申込みはＷＥＢサイトからどうぞ
セミナー最新情報もご覧いただけます
https://www.hri105.co.jp/seminar_event/detail/?id=410


